
見る・読む・比べる Ⅱ
―ドキュメンテーション学科による古典籍へのアプローチ―

第１１９回 貴重書展

鶴見大学図書館

期間：平成２０年６月１７日（火）～７月１２日（土）



ごあいさつ

　一昨年（平成１８年）の１０月から１１月にかけて行った第１１１回貴重書展示に引き続き、ドキュメンテーショ
ン学科の教育・研究成果をお見せすることになりました。「古版本演習」と「古写本演習」という書誌学の中心的
な演習科目で学生と共に調査した図書館貴重書のほか、本年度新たに購入した『御馬印』、３月に卒業生のご両親
より学科に御寄贈いただいた「浅見覚堂文庫」から５点を展示します。古い書物そのものが持つ魅力を感じて頂け
れば幸いです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀川貴司・伊倉史人）

展示書目

［Ⅰ］多色刷りの魅力
　１ 〔御馬印〕　  〔寛永（1624 ～ 43）〕刊　  半紙本　全６巻のうち零葉３７葉

［Ⅱ］徒然草の版本
　２ 徒然草   〔慶長（1596 ～ 1614）〕刊　古活字版   上巻１冊　大本
　３Ａ 徒然草   寛文７年（1667）刊     ２巻２冊　大本
　３Ｂ 徒然草   元文２年（1737）京・菊屋喜兵衛・求版後印  ２巻２冊　大本
　３Ｃ 徒然草   元文２年（1737）京・菊屋喜兵衛・求版後修  ２巻２冊　大本
　３Ｄ 徒然草   〔江戸後期〕大坂・敦賀屋九兵衛・後修本求版後印  ２巻２冊　大本
　４ 徒然草   元禄７年（1694）刊     ２巻２冊　半紙本
　５ 徒然草   宝永８年（1711 ＝正徳元年）〔京〕和泉屋茂兵衛刊  ２巻２冊　大本

［Ⅲ］歌集の写本
　６　　詞花和歌集  〔室町末〕写      １０巻１帖
　７ 続古今和歌集  〔室町末〕写      ２０巻２帖
　８ 新後撰和歌集  〔江戸前期〕写      ２０巻１帖
　９ 続千載和歌集  〔江戸前期〕写      ２０巻２帖
　１０ 実方集・頼実集  〔江戸後期〕写      　　合１冊
　１１ 国基集   〔江戸後期〕写      　　　１冊
　１２ 後鳥羽院御自歌合 〔室町前期〕写      　　　１軸

［Ⅳ］浅見覚堂文庫より
＊１３　増冠傍註坐禅用心記 吉田義山編　明治２０年序刊・京都貝葉書院後印  １冊　大本
＊１４　切紙并参話  昭和１２年浅見覚堂写     １冊　半紙本縦長
＊１５　訂正古語拾遺  明治２年欟斎家塾（木村正辞）刊    １冊　大本
＊１６　洪範全書  寛文７年（1667）序・〔京〕武村市兵衛刊   ６冊　大本
＊１７　四書集註  民国２２年（1933）上海・商務印書館刊　活版  ６冊　大本

　番外　坪内逍遙書簡  〔昭和５年１０月〕６日付　守田勘弥宛

＊１３～１７はドキュメンテーション学科所管
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［Ⅰ］多色刷の魅力

　日本の出版は、仏書を中心にして奈良・平安時代以来の長い歴史があるが、そのほとんどは単色・文字のみのも
のであった。江戸時代に入って、挿絵入りの書物が多く出版されるようになるが、多色刷が一般的に見られるよう
になるのは中期以降、いわゆる錦絵（浮世絵）の登場と相前後してのことである。それ以前は、ごく一部の挿絵に
せいぜい朱と墨との二色刷あるいは藍を含めた三色刷を施すものが数点確認されるに過ぎない。その中で特筆すべ
き版本が今年度購入したばかりの『御馬印』である。

１　〔御馬印〕　〔寛永（1624 ～ 43）〕刊　半紙本　全６巻のうち零葉３７葉
　本書は、将軍家をはじめ、各大名の旗指物や兜などを多色刷によって列挙した図鑑である。ほぼ全体にわたって
墨・朱・黄・白・青の五色刷りを用い、さらに金・銀・薄墨・緑・赤・茶などの手彩色を施すところもあって、そ
の豪華さは目を見張るものがある。
　現状は１葉（２３．７×２９．４糎）ごとにバラバラの状態であるが、左右両端にぼぼ等間隔で５つの穴、それよ
りやや外側に大きめの４つの穴（２つずつ上下に）があり、前者は表紙と本体を合わせ綴じる綴じ糸の、後者は本
体を前もって綴じる下綴じの紙縒のための綴じ穴である。すなわち、当初は袋綴の冊子本であったことを物語る。
中央の折り目には「一ノ　十一」のように、巻数・丁数が表示されている（稀に丁数のみのものもある）。３７葉
の内訳は、巻１が１３葉（第 11・18･22 ～ 24・27 ～ 34 丁）、巻４が１２葉（第 7・9・16･18・20 ～ 24・26・
30・31 丁）、巻５が２葉（第 8・29 丁）、巻６が９葉（第 11・13 ～ 15･19・23・26・27・33 丁）、巻数不明が
１葉（第 28丁）である。
　この『御馬印』多色刷本の現存する伝本は、国立国会図書館（全６巻揃い）・早稲田大学図書館（巻１・４、
http://www.wul.waseda.ac.jp/TENJI/virtual/oumajirushi/）・宮内庁書陵部（巻１）・天理図書館（巻３）・大東
急記念文庫（巻５）など少数にとどまり、しかも国会図書館を除き完存するものはない（他に単色刷の後印冊子本
は揃いが現存する）。また、これらはすべて巻子本の形態で作られているにもかかわらず、料紙中央に巻数・丁数
表示があり、版木そのものは冊子本を想定して彫られたことを示していたが、その現物がここに初めて出現したこ
とになる。
　今後は国会図書館本等との比較により、巻数不明の１葉の解明や刷りの先後などを検討する必要がある。（岡崎
久司「多色摺源流考証」（『江戸文学』25、2002.6）を参照した）
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［Ⅱ］徒然草の版本

　今でこそ、日本の古典文学を代表する作品の一つとして有名であるが、鎌倉時代末の成立から約２５０年、江戸
時代に至るまで、ごく一部の人しかその存在を知らない作品であった。戦国の乱世が終わり、平和で豊かな生活を
求めて、教養や教訓に対する欲求が人びとのあいだで高まったとき、うってつけの作品として脚光を浴びたのであ
る。注釈書も作品本文も、多種多様な版本が刊行され、近世文学へも大きな影響を与えた。ここではその中から書
誌学的に興味深いものを取り上げる。なお、高乗勲『徒然草の研究』（自治日報社、1968）および齋藤彰「徒然草
版本の挿絵史（一）～（十三）」（『学苑』738、2002・1～ 769、2004・11）を参照した。

２　徒然草　〔慶長（1596 ～ 1614）〕刊　古活字版　上巻１冊　大本
　古い栗皮表紙（原装か）、26.3×19.4 糎。外題なし。本文、無辺無界 11
行 20 字前後、字高 22.8 糎。全 77 丁、全丁全面裏打ちを施す。蔵書印「挹
翠居書画記」（不明）「残花書屋」（戸川残花）「賓南」（戸川浜雄）「春龢堂」（若
林正治）。『徒然草』初期の古活字本としては嵯峨本数種と烏丸本が知られて
いるが、本書もそれに近い時期の刊行であろう。高乗氏著 433 頁に「若林
正治氏蔵本」として解説される「木活字十一行本」そのものである。表紙裏
打紙に「おもひ入との二義」「とかりたる妙なりさても言所」といった文言
が印刷された反故紙を用いており、この出典が判明すれば刊行時期が特定で
きるかもしれない。

３Ａ　徒然草　寛文７年（1667）刊　２巻２冊　大本
３Ｂ　徒然草　元文２年（1737）京・菊屋喜兵衛・求版後印　２巻２冊　大本
３Ｃ　徒然草　元文２年（1737）京・菊屋喜兵衛・求版後修　２巻２冊　大本
３Ｄ　徒然草　〔江戸後期〕大坂・敦賀屋九兵衛・後修本求版後印　２巻２冊　大本
　ここに挙げた４点は、同じ版木を１００年以上にわたって使い続けているものである。
　まずＡは、上巻 62.5 丁、下巻 50 丁で、下巻末に「寛文七〈丁未〉暦二月吉日」という刊記がある。本文、四
周単辺無界 12行 21 字前後、段毎に改行、各段冒頭上欄に段数表示。句点（○）・ふりがな・濁点あり。既に版面
が荒れており、後印である。

　Ｂはこれに挿絵を加えている。上巻
は第 4・14・25・37・49 丁、下巻は第 4・
14・25･37丁の次に各1丁、計9丁（１８
面）が加わっており、丁付はウラノド
下部欄外に又丁で「上ノ又四」のごと
く記される。新たに彫っただけあって、
本文より挿絵の方が鮮明である。刊記
は「元文二年〈丁巳〉弥生吉日　京寺
町通松原下ル／書林　菊屋喜兵衛」。

　ＣはＢとほとんど同じだが、上巻冒頭の４丁分（恐らく版木１枚分）は覆刻（かぶせ彫り）で新しくしている。
その際、第４丁ウラ２行目「べかめれ」に「べかﾝめれ」と撥音のカタカナ表記を加えているのが注意される。冒
頭のみを改版したのは、全体を新刊に見せかける策略であろうか。
　ＤはＣの後印であるが、刊記の書林名を削除、下巻末尾に敦賀屋九兵衛の広告を１丁加えている。

３Ａ上巻４丁ウラ・５丁オモテ ３Ａ刊記




